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住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
京都府京丹後市峰山町千歳２２

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

株式会社日進製作所代表取締役錦織隆

事業者の主たる
業種 自動車部分品･付属品製造業

該当する事業者
要件 汀京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原illに換算して1,500キロリットル以_ｆ））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当４$業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以｣二／タクシー150台以上／鉄道JIziilli
150両以上）

r￣京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以'二））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

当社の環境マネジメントプログラムに基き温室効果ガス排出量の削減を目指します。

推進体制
社長を長に環境推進責任者を置き当社環境マネジメントプログラムの推進体制の下、計画実施する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 本社･赤坂･荒111工場

取得企三月日 平成１１年３月30日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

設備、対象、工程等

電気(製造部門）

電気(その他）

Ａ重油

ＬＰＧ 

ガソリン

軽油

措置内容

生産ﾗｲﾝのﾀｸﾄ短縮･統合､油圧電動機のｲﾝﾊﾞｰﾀ化,油圧･空圧のｻｰﾎ'化検討

空調機の更新による高効率化､高効率照明の採用､廃熱利用の調査･検討

重油暖房機の温度管理･ﾌｨﾙﾀｰ滑掃,箱洗浄機の稼動率対策によるﾎ鯵ｲﾗｰ使用量の削減

変成炉LPG使用量削減

多人数乗車､近距離の単車･自転車の活用､ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ･ｴｺﾄ'ﾗｲﾌﾞの啓蒙

ﾊﾞｲｵディーゼルの燃料の検討

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

日様年度（計'1m）

(２２）年度
(二iiR化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

7,009ｔ ７，１０３ｔ １．３％ 5,204.7ｔ -25.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ ７，００９ｔ ＊２ ７，１０３ｔ １．３％ ＊４ 5,204.7ｔ -25.7％ 

減産により排出量は達成となった

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

工場
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（尖紙）

0.02377 0.02306 -3.0％ 0.02789 1７．３％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
ＩｉＩ減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内瀧の木材の利用

自然エネルギーを利用した髄ﾉ」
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排Ⅱ｝
戯の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組砒聯 (二鹸化炭素換算）

(整備面欄） hａ (吸収ｉｉｉ） ｔ 

(利用量） ｍ」 (ii1減量） ｔ 

(充電尻） kwｈ (削減lil） ｔ 

(熱供給Kl） GＪ (削減lil） ｔ 

(購入獄） kwｈ (削減獄） ｔ 

(購入lil） ［ (I1ill減 ｔ 

＊３ ｔ 

報告ｲl蔓度（実紙）

取組風等 (二酸化炭素換算）

(整備面椣） hａ (吸収鼠） ｔ 

(ｲIUI1ImU rｎ３ (riIl減風） ｔ 

(苑fIilil） kwｈ (rill減Iil） ｔ 

(熱供給髄） GＪ (iiI減Hlt） ｔ 

(職人風） kwｈ (('1減Iit） ［ 

(M1人lilt） ｔ (i1iﾘ減lil） ｔ 

＊５ ｔ 

鑑ﾘ|排(1)量

(排111合iiI-iiIl減等合計）

基準ｲ1§皮（尖絃）

＊】 7,009.0ｔ 

目標ｲＭｉ（i;fiiHIi）

(*2)-(03）７，１０３．０ｔ 

増減率（iihilli）

１．３％ 

報f1iｲ1昌皮（突絞）

('1>('3）５．２０４．７ｔ 

琳減率（笑紙）

-25.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会賞
献活動

取引先ＫＥＳ認証取得支援

周辺地域の環境美化活動
環境関連のボランティアiiWmj

特記事項


